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水災害のリスクや、流域治水について
知る機会を増やしていく。

①知る機会を増やす ②自分事と捉えることを促す
水災害対策や、流域治水に関して実際に取り組みが行わ
れるよう、個人、企業・団体の行動を誘発していく。

③行動を誘発する 流域治水に取り組む
主体が増える

水災害のリスクが自分事と捉えられ、流域に視野が広がる
きっかけを提供し、行動に向かう状況を創出する。

自分事化に向けた取組計画

流
域
に
も
視
野
を
広
げ
る

（
自
分
の
た
め
に
も
、
み
ん
な
の
た
め
に
も
）

計画： 「水災害の自分事化」と流域に視野を広げることに関する令和６年度の取組計画

流域治水の広報

○防災メール(要登録)でリアルタ

イムに気象情報や避難情報を

入手する

（個人向け）○緊急速報メールや市町村独

自に運用する防災アプリを活

用して市民へ情報提供

○メディアと連携による洪水・土

砂災害情報の提供 ○防災指針（立地適正化計画）の作成・

公表（１市１町 公表済み）

○要配慮者施設等の避難確保計画の

作成促進と避難の実効性確保

○自主防災組織等からの依頼による

防災出前講座（２回、100人程度）

○小中学校への防災教育・マイ・タイ

ムラインを活用した出前講座等の

開催（２回、120人程度）

○大学機関と連携した防災学習の

実施（検討中）（1回、30人程度）

○広報誌で水害・土砂災害に関する

啓発活動を実施（５市町村、各１回

(台風期)）

○災害時の応援協定

と水防団の情報伝

達体制の強化

○流域市町村で実施されるイベントの

来場者にパネル、リーフレットを使用

し啓発活動を実施

（５市町村、各1回）

○浸水想定区域、土砂災害

計画区域等の公表（●地

区）

○洪水・土砂災害ハザード

マップWeb版の運用

○避難場所や経路等に関す

る情報の周知（気象・防災

情報の提供）

リスク情報等の提供

連携活動

教育活動

水災害対策の支援

計画策定

○住民参加型の避難訓練を実施

（１町、１回、40人程度）

○ハザードマップの周知および住

民の水害・土砂災害リスクに対す

る理解促進の取組

訓練活動 水防活動の支援

周知、連携活動
中心

情報提供、教育
活動中心

計画策定や具体
行動の支援中心

釧路川水系外流域治水協議会

参考様式

○開建HP、SNSで水害・土砂災害に

関する啓発活動を実施（年3回）

○建設業協会等と連携した水害・土

砂災害に関する啓発活動を実施

（台風期・災害対策車両展示と流

域治水PR）

○関係機関と合同で重要水防箇所

を巡視し、水防災に関する認識お

よび情報を共有

（釧路市、標茶町、弟子屈町で台

風期前に実施）
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参考様式
令和６年度：自分事化に向けた取組のロードマップ

①
知
る
機
会
を
増
や
す

取り組み・主対象

◎水災害、流域治水の広報

｜地域｜個人｜企業・団体｜

③
行
動
を
誘
発
す
る

◎連携活動
｜地域｜個人｜

◎リスク情報等の提供
｜地域｜個人｜企業・団体｜

◎教育活動
｜地域｜個人｜

②
自
分
事
と
捉
え
る
こ
と
を
促
す

◎訓練活動

｜地域｜個人｜

◎計画策定
｜地域｜個人｜企業・団体｜

◎水災害対策の支援
｜個人｜

◎水防活動の支援

｜地域｜個人｜企業・団体｜

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

市町村広報誌、開建HP、
SNSで水害・土砂災害を啓発

小中学校における
防災教育、出前授業

住民参加型の避難訓練

市民への土のう
の事前配布

浸水想定区域、土砂災害警戒区域等の公表、洪水・土砂災害ハザードマップの更新、配布等

避難場所や経路等に関する情報の周知、緊急速報メール・防災アプリで住民にプッシュ型情報発信、メディア連携

危機管理型水位計・監視カメラの設置、増設

ハザードマップの周知および住民の水害・土砂災害リスクに対する理解促進

災害時の応援協定と水防団の情報伝達体制の強化

(出水期) (台風期)

開建HP、SNSで水
害・土砂災害を啓発

開建HP、SNSで水
害・土砂災害を啓発 (融雪期)

防災出前講座

建設業協会等と連携した水害・
土砂災害に関する啓発活動

関係機関合同で重要水防箇所水
害・土砂災害に関する啓発活動

要配慮者施設等の避難確保計画の作成促進と避難の実効性確保
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水災害のリスクや、流域治水について
知る機会を増やしていく。

①知る機会を増やす ②自分事と捉えることを促す
水災害対策や、流域治水に関して実際に取り組みが行わ
れるよう、個人、企業・団体の行動を誘発していく。

③行動を誘発する 流域治水に取り組む
主体が増える

水災害のリスクが自分事と捉えられ、流域に視野が広がる
きっかけを提供し、行動に向かう状況を創出する。

自分事化に向けた取組計画

流
域
に
も
視
野
を
広
げ
る

（
自
分
の
た
め
に
も
、
み
ん
な
の
た
め
に
も
）

結果報告： 「自分事化」につながる取り組み事例

流域治水の広報

○防災メール(要登録)でリアルタイムに気象

情報や避難情報を入手する

（個人向け）

○緊急速報メールや市町村独

自に運用する防災アプリを活

用して市民へ情報提供

○メディアと連携による洪水・土

砂災害情報の提供

○防災指針（立地適正化計画）の作成・

公表（１市１町 公表済み）

○要配慮者施設等の避難

確保計画の作成促進と

避難の実効性確保

○小中学校への防災教育・マイ・タイム

ラインを活用した出前講座等の開催

（２回、120人程度）

○災害時の応援協定

と水防団の情報伝

達体制の強化

○流域市町村で実施されるイベントの

来場者にパネル、リーフレットを使用

し啓発活動を実施

（５市町村、各1回）

○浸水想定区域、土砂災害

計画区域等の公表（●地

区）

○洪水・土砂災害ハザード

マップWeb版の運用

○避難場所や経路等に関す

る情報の周知（気象・防災

情報の提供）

リスク情報等の提供

連携活動 教育活動

水災害対策の支援

計画策定

○住民参加型の避難訓練を実施

（１町、１回、40人程度）

訓練活動 水防活動の支援

周知、連携活動
中心

情報提供、教育
活動中心

計画策定や具体
行動の支援中心

釧路川水系外流域治水協議会

参考様式

○関係機関と合同で重要水防箇所を巡視

し、水防災に関する認識および情報を

共有

（釧路市、標茶町、弟子屈町でR5.7月に

実施）

(標茶町)

(釧路町)

※本資料はR5年度の活動状況写真等を使用した『イメージデータ』です
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